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 お盆の時期は、里帰りやご先祖の供養のために親族が集まり、将来の相続やお墓のことを話し合
う良い機会となります。今回はお墓の準備などについてお話しします。

お盆を前に、考えておきたいお墓のこと

継する必要がないため、身寄りのな
い方や子供のいない方の利用が多
いです。また、墓地区画と墓石の用
意がいらないため、お墓の費用を可
能な限り抑えたいという方も多く
利用しています。
③納骨堂
　納骨堂とは、個人、夫婦といった
さまざまな単位で遺骨を収蔵でき
る「納骨スペース」です。室内に設け
られることが多く、遺骨を土に還さ
ず「骨壺のまま収蔵する」点と、「ひ
とつの建物の中に沢山の納骨ス
ペースを備えている」点が、従来の
お墓との大きな違いとなります。お
墓の承継者がいない方、子孫にお墓
の管理負担をかけたくない方の利
用が多いです。また、墓地区画と墓
石の用意がいらず、礼拝仏（仏像な
ど）が共有となることが多いため、
一般墓よりも費用が安く抑えられ
ます。

1. はじめに

　都市部への人口集中、核家族化、
高齢化社会の進展などにより、お墓
に対する考え方は以前とは変わり
つつあります。お墓を用意する際に
は、どのようなお墓にするのか、い
くら費用をかけるのか、誰が管理す
るのかなどに留意する必要があり
ます。

2. 一般的なお墓の種類

①一般墓
　一般墓とは、家族や一族など家単
位で承継していく伝統的なお墓を
さします。 いわゆる「お墓」と聞い
たときに最初にイメージするのが
「一般墓」です。霊園や寺院より墓地
区画の永代使用権を購入したうえ
で、墓石を建立します。一般的に一
番費用がかかりますが、伝統や形
式、仏教における宗教観などを重ん
じる方が多く利用しています。納め
る遺骨の数に上限がなく、管理費を
支払うことで永続的に利用するこ
とができます。
②永代供養墓
　永代供養墓とは、様々な理由でお
墓参りに行けない遺族の方に代
わって、霊園や寺院が永代に亘って
遺骨を管理・供養してくれるお墓
のことをいいます。子孫がお墓を承



WEALTH REPORTあしぎん

④樹木葬
　樹木葬とは、墓石の代わりに樹
木をシンボルとするお墓です。桜
や紅葉、ハナミズキなどのシンボ
ルツリーの周りに遺骨が埋葬され
ます。遺骨を埋葬するだけの小さ
なスペースで済むため、一般墓よ
りも費用が安く抑えられ、永代供
養がなされます。自然志向の方、お
墓の承継者がいない方の利用が多
いです。

3. いつ購入するか？
　
　お墓の購入時期は、生前か、相続
発生後かの 2 通りが考えられま
す。生前に購入する場合には、自分
の気に入ったお墓を購入すること
ができ、また、相続税が発生する場
合お墓は相続税が非課税となるた
め、節税にもなります。一方、相続
発生後にお墓を購入し、相続税が
発生する場合、相続税課税後の資
産からお墓を購入することにな
り、生前にお墓を購入する場合に
比べて、相続税の負担が大きくな
ります。

4.どう選ぶか？
　
　前述のようなお墓の種類（一般
墓、永代供養墓、納骨堂、樹木葬な
ど）、場所、予算を決めます。お墓の
費用としては一般的に永代使用権
の購入費や墓石建立費の他に、管
理料等がかかります。管理料の額
や管理のしやすい場所かどうかな
ども検討事項になります。また、誰
が管理をするのかを決めておくこ
とも重要になります。

5. 手続きは？

　お墓を利用するには、一般的に
以下のような手続きが必要となり
ます。
①死亡届を市区町村に提出します。
②市区町村に火葬許可証を発行し
　てもらいます。
③火葬場に火葬許可証を提出しま
　す（返却されると埋葬許可証に
　なります）。
④埋葬許可証（一般墓の場合は工
　事届も必要）を墓地の管理者に
　提出します。

6. 誰に管理を託す？

　一般的には長男や長女が管理を
することが多いですが、お墓から
自宅が近い子が管理することも考
えられます。一方で、管理費用が毎
年かかる、場所が遠いなどの理由
で負担が大きい場合には、前述の
永代供養墓や樹木葬を利用し、管
理を寺院や霊園に任せることなど
が考えられます。

7. 故郷にあるお墓の問題

　故郷に自分が入るお墓はあって
も、子孫が離れて暮らしている場
合には、お墓の管理が大変になり
ます。このような場合、今あるお墓
を処分して永代供養墓や樹木葬な
どを利用するといった「墓じまい」
や、管理しやすいように子孫の自
宅の近くにお墓を移転する「改葬」
をされる方が増えています。何れ
も、市区町村の許可証が必要にな
ります。
　以上のような最近のお墓事情を
踏まえ、お盆の時期親族が集まった
際に、将来のお墓のことを話し合っ
てみてはいかがでしょうか。
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